
 

 
ENEOSのカーボンニュートラル戦略と 
水素キャリアの役割 

佐藤康司（ENEOS・横浜国大 IAS） 

エネルギーのカーボンニュートラル化への取組みが世界各国で進められている。日本においても
2050年カーボンニュートラル実現を目指し，技術開発への取り組みが加速しているが１），再エネにお
いてもエネルギー貧国である日本にとって，一億を超える人口を支えるだけの再エネを自国で全量賄
うのは，コスト・量の両面で難しい 2)。一方，海外に目を向けてみると，未利用の再エネが安価に豊
富に確保できる国々があるため 3)，このような地域から余剰再エネ電力を輸入できれば，カーボンニ
ュートラルの実現性を高めることができる。この目的で，再エネが余剰になる国から，必要な国へと
エネルギーを移動することができるサプライチェーンの構築が必要なのである。 
再エネの大規模な輸出入を実現するための経済合理性のあるエネルギー輸送手段として，再エネ電

力から作られる水素を，液化水素やアンモニア，有機ハイドライド等の輸送可能な形態に変換した「水
素キャリア」がある（上図）。ENEOS では，国内の変動再エネ比率増大に対応できるエネルギーマネ
ジメント技術に加え，これら水素キャリアを利用した海外からのエネルギー輸入を組合せることで，
電力のみならず運輸部門や産業部門においてもカーボンニュートラル化を実現したいと考えている。 
水素キャリアの中でも，有機ハイドライドの一

つとして知られるメチルシクロヘキサン（MCH）
は常温常圧で液体であるため，長期備蓄性に優
れ，また既存の石油系インフラである輸送・備蓄
設備がそのまま利用できる点に特長がある。しか
し MCHは，水素を取り出す際に水素 1 mol 当た
り 68.3 kJのエネルギー投入が必要であることと，
再エネからMCHを製造する水素化反応において
発熱ロスや設備コストが高いことが課題であっ
た。ENEOS では，前者に対しては脱水素の際の
エネルギーを製油所，製鉄所，火力発電所などの
余剰熱で賄うことを，後者に対しては Direct 
MCH®というトルエンの直接電解プロセスを用
いることで，従来プロセスで必要であった水素タ
ンクや水素化プラントの削減によるコスト削減
を検討している（下図）。 
本発表においては，ENEOS におけるカーボンニュートラルに向けた全体戦略と，その中で水素キ

ャリアが果たすべき役割，Direct MCH®などの技術開発の目的と開発状況について紹介する。 
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